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室
伏
さ
ん
は
東
京
大
会
へ

の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

や
、
自
身
の
競
技
に
向
き
合

う
姿
勢
な
ど
に
つ
い
て
語
っ

た
。
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
「
会
場
が
一
体

に
な
れ
る
よ
う
魅
力
的
な
演

出
を
し
た
い
」
と
し
、「
ア

ス
リ
ー
ト
の
活
躍
を
生
で
見

る
こ
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

す
る
こ
と
な
ど
で
皆
さ
ん
も

支
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

呼
び
か
け
た
。

　
室
伏
さ
ん
は
自
身
の
失
敗

体
験
を
振
り
返
り
「
努
力
す

る
こ
と
で
チ
ャ
ン
ス
は
生
ま

れ
て
く
る
。
大
切
な
の
は
、

最
初
に
競
技
を
始
め
た
と
き

の
初
心
だ
」
と
力
強
い
笑
顔

を
見
せ
た
。

　
第
２
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
レ
ス
リ
ン
グ
の
中
村
倫

也
さ
ん
（
平
29
商
）、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
日
本
代
表
ア
ナ
リ

ス
ト
の
吉
田
清
司
法
学
部
教

授
、
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

連
合
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
策

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
富
川
理

充
商
学
部
准
教
授
が
「
支
え

る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
価
値
に
つ

い
て
語
り
合
っ
た
。
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
の
菊
池
小
巻
さ
ん

（
商
３
）
も
ビ
デ
オ
出
演
し

た
。

　
東
京
五
輪
を
目
指
す
中
村

選
手
は
「
試
合
中
き
つ
い
と

き
で
も
、
声
援
が
耳
に
入
る

と
、『
勝
た
な
き
ゃ
』
と
気

持
ち
が
切
り
替
わ
る
」
と
支

え
ら
れ
る
側
の
心
境
を
語
っ

た
。

　
会
場
に
は
学
生

ら
延
べ
８
０
０
人

が
詰
め
掛
け
、
活

発
に
質
問
が
出
さ

れ
た
。
ス
ポ
ー
ツ

の
良
さ
を
問
わ
れ

た
吉
田
教
授
は

「
多
様
性
が
特

徴
。
競
技
す
る
、

観
戦
す
る
、
支
え

る
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
携
わ
れ

る
」。
ス
ポ
ー
ツ

に
お
け
る
心
構
え

を
聞
か
れ
た
富
川

准

教

授

は
「

初

志
、
初
心
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
。

そ

し

て
、『

覚

悟
』
を
持
っ
て
臨

め
る
か
否
か
が
分

　
初
め
て
室
伏
広
治
さ
ん
の

話
を
聞
き
ま
し
た
。
２
０
２

０
年
に
東
京
で
行
わ
れ
る
東

京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
、
試
合
会
場
で
迫
力
あ

る
映
像
や
盛
り
上
が
る
ア
ナ

ウ
ン
ス
を
流
し
、
よ
り
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
を
高

め
る
計
画
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、
実
際
に
会
場
に
足
を
運

ん
で
日
本
の
選
手
た
ち
を
応

援
し
た
い
気
持
ち
が
強
ま
り

ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
私
が
一
番
印

象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
室
伏

さ
ん
が
14
度
日
本
代
表
に
選

ば
れ
て
も
、
そ
の
う
ち
９
回

は
メ
ダ
ル
を
取
れ
な
か
っ
た

「
失
敗
恐
れ
ず
」胸
に
刺
さ
る

 

飛
田 

翼 

（
文
３
、専
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
長
）

と
話
さ
れ
て
い
た
こ
と
で

す
。
室
伏
さ
ん
は
世
界
選
手

権
と
五
輪
で
五
つ
の
メ
ダ
ル

を
取
っ
て
い
ま
す
が
、
メ
ダ

ル
を
取
れ
な
く
て
悔
し
い
思

い
を
し
た
と
き
の
こ
と
が
今

で
も
強
く
記
憶
に
残
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
室
伏
さ
ん
の
よ
う
な
偉
大

な
ア
ス
リ
ー
ト
で
も
多
く
の

失
敗
を
経
験
し
、
そ
の
悔
し

さ
を
バ
ネ
に
し
て
い
た
こ
と

に
驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し

た
。
室
伏
さ
ん
の
「
何
回
失

敗
し
て
も
誇
っ
て
い
い
、
皆

さ
ん
は
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
言
葉
は
胸
に
刺
さ
り
ま

し
た
。
私
も
日
々
失
敗
を
恐

れ
ず
、
何
事
に
も
挑
戦
し
よ

う
と
す
る
姿
勢
を
持
ち
続
け

よ
う
と
思
い
ま
す
。

「努力がチャンス生む」
室伏広治さんが基調講演

　「
支
え
る
ス
ポ
ー
ツ
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所

（
佐
竹
弘
靖
所
長
）
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
11
月
29
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
あ
っ
た
。
ア
テ
ネ

五
輪
ハ
ン
マ
ー
投
げ
金
メ
ダ
リ

ス
ト
で
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
室
伏
広
治
さ

ん
が
基
調
講
演
。
第
２
部
で
は

専
大
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
が
支
え

る
こ
と
、
支
え
ら
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

「
失
敗
体
験
が
人
を
大
き
く
す
る
」
と
語
り
か
け
る
室
伏
さ
ん

ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

支
え
る
側
、
支
え
ら
れ
る
側
の
立
場

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
論
じ
る
中
村
さ
ん
、

富
川
准
教
授
、
吉
田
教
授
（
左
か
ら
）

国際浮世絵学会会場での板坂ゼミ生

国際浮世絵学会秋季大会

文・板坂ゼミ生ら奮闘
　
11
月
25
、
26
の
両
日
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
第
22
回
国

際
浮
世
絵
学
会
秋
季
大
会
が

開
催
さ
れ
、「
浮
世
絵
と
文

学
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
発
表

な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

江
戸
期
の
文
学
文
化
を
専
門

に
す
る
板
坂
則
子
文
学
部
教

授
の
ゼ
ミ
生
や
大
学
院
生
13

人
が
、
運
営
や
進
行
の
手
伝

い
で
奮
闘
し
た
。

　
ゼ
ミ
長
の
深
沢
歩
花
さ
ん

（
文
３
）
は
「
ゼ
ミ
で
海
外

の
大
学
と
ネ
ッ
ト
授
業
を
行

っ
て
い
る
。
浮
世
絵
と
文
学

が
テ
ー
マ
な
の
で
学
会
の
内

容
は
興
味
深
か
っ
た
」
と
話

し
た
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
の

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
か
ら
本

学
に
留
学
中
の
バ
レ
リ
オ
・

リ
ッ
チ
さ
ん
は
曲
亭
馬
琴
を

研
究
し
て
お
り
、
代
表
作

『
椿ち

ん

説せ
つ

弓ゆ
み

張は
り

月づ
き

』
の
イ
タ
リ

ア
語
翻
訳
を
試
み
て
い
る
。

「
馬
琴
の
作
品
は
気
宇
壮

大
。
ぜ
ひ
完
成
さ
せ
た
い
」

と
話
す
。
期
間
中
、
図
書
館

秋
の
企
画
展
「
北
斎
と
馬

琴
」
も
開
催
さ
れ
多
く
の
来

場
者
が
訪
れ
た
。

　
学
生
部
主
催
の
２
０
１
７

年
度
懸
賞
論
文
・
文
芸
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
の
授
賞
式
が
12

月
５
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
た
。
懸
賞
論
文
部

門
の
最
優
秀
に
当
た
る
鳳
賞

に
黒
沢
尭
史
さ
ん
（
二
部
商

３
）
が
選
ば
れ
た
。
ま
た
文

芸
作
品
部
門
の
柘つ

植げ

光て
る

彦ひ
こ

賞

に
は
前
田
萌
香
さ
ん（
文
３
）

が
輝
い
た
。

　
本
年
度
は
懸
賞
論
文
部
門

に
12
作
品
、
文
芸
作
品
部
門

に
20
作
品
の
応
募
が
あ
り
、

両
部
門
で
14
人
が
入
賞
し
た

（
別
表
参
照
）
。
入
賞
作
は

作
品
集
と
し
て
18
年
３
月
に

発
行
さ
れ
る
。

　
懸
賞
論
文
部
門
は
、
今
年

か
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
４
テ

ー
マ
①
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
を
考
え
る
②
国

際
社
会
で
果
た
す
べ
き
日
本

の
役
割
③
地
球
温
暖
化
は
わ

れ
わ
れ
の
未
来
に
何
を
も
た

ら
す
か
④
国
際
政
治
・
国
際

経
済
｜
｜
か
ら
選
ぶ
。

　
鳳
賞
の
黒
沢
さ
ん
は
①
を

選
び
、
入
学
金
の
問
題
点
に

つ
い
て
論
じ
た
。

　「
入
学
前
に
支
払
う
た
め

負
担
が
大
き
い
入
学
金
。
支

払
え
る
環
境
に
な
い
貧
困
家

庭
出
身
者
は
、
受
験
に
合
格

し
た
の
に
大
学
教
育
を
受
け

る
機
会
を
失
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
。
大
学
が
本
来
持

つ
多
様
性
を
阻
害
し
て
し
ま

う
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
」
と
執
筆
動
機
を
語

る
。

　
入
学
金
な
ど
が
国
公
立
、

私
立
大
学
で
ど
の
よ
う
に
扱

わ
れ
て
い
る
か
、
支
払
い
困

難
者
へ
の
大
学
の
対
応
、
奨

学
金
、
学
費
融
資
制
度
や
教

育
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
も
詳
細

に
調
べ
て
分
析
し
、
国
や
大

学
側
が
行
う
べ
き
解
決
策
を

探
っ
た
。
夏
期
休
暇
中
の
１

カ
月
間
か
け
て
約
１
万
５
０

０
０
字
を
書
き
上
げ
た
。

　「
テ
ー
マ
は
自
分
が
抱
え

て
き
た
問
題
。
こ
う
い
っ
た

懸
賞
論
文
・
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

論
文
鳳
賞
に
黒
沢
さ
ん

賞 氏名（学部学年） 作品名

懸
賞
論
文
部
門

鳳賞（賞金20万円） 黒沢尭史（二部商３）
入学金が貧困家庭の大学進学に与え
る影響―既存支援制度の持つ問題と
解決に向けて―

優秀賞（賞金５万円）

中村優希（人間３） 核廃絶に向けた日本の役割

岩崎優花（人間３）
日本の農林水産物・食品における輸
出拡大－日本食ブームを利用して－

山県早紀（人間３）
グローバル化におけるハロウィンの
変容－ひとり歩きする日本らしさ－

佳作（賞金２万円）

佐藤有那（人間３）
ダイバーシティにおける教育の在り
方とは－自由な学びの場から－

高橋怜（人間３）
インターネットが開く高齢者の社会
進出の可能性－学生の年齢の多様化
を目指すために－

文
芸
作
品
部
門

鳳賞（賞金20万円） 該当者なし

柘植光彦文学賞
（賞金20万円）

前田萌香（文３） 姉娘

優秀賞（賞金５万円）坂田望（文４） ガラテアの胎動

佳作（賞金２万円）

横山萌笑（文１） 自由へ道連れ

大角茉里奈（文４） その前にパフェが食べたい

岩出拓也（経済４） 禅問答インザシー

松本美鈴（文４） 忘れられたバタフライ・エフェクト

吉積幸秀（文２） 自堕落な探偵

西村ありさ（文２） 輝きに向かって

懸
賞
論
文
・
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者 

（
敬
称
略
）

柘
植
賞
に
前
田
さ
ん

か
れ
目
に
な
る
」と
語
っ
た
。

　
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代

表
の
野
口
宜
裕
さ
ん
（
法

３
）
も
聴
講
し
、「
室
伏
さ

ん
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
向
き

合
う
姿
勢
に
強
く
共
感
し

た
。
東
京
五
輪
で
も
代
表
選

手
に
選
ば
れ
る
よ
う
が
ん
ば

り
た
い
」
と
話
し
た
。
徳
江

一
航
さ
ん
（
商
３
）
は
「
同

じ
大
学
の
同
世
代
が
世
界
を

舞
台
に
戦
っ
て
い
る
と
知
り

刺
激
に
な
っ
た
。
今
後
も
応

援
し
た
い
」
と
壇
上
を
見
つ

め
た
。

形
で
発
表
で
き
た
」
と
喜
び

を
語
っ
た
。

　
論
文
・
審
査
委
員
長
の
苅

谷
愛
彦
文
学
部
教
授
は
「
デ

ー
タ
を
駆
使
し
入
学
金
問
題

を
多
角
的
に
と
ら
え
た
力

作
」
と
高
く
評
価
し
た
。

　
文
芸
作
品
部
門
柘
植
賞
の

前
田
さ
ん
は
、「
長
女
」
の

心
理
を
題
材
に
し
た
。
昨
年

の
文
芸
の
鳳
賞
受
賞
者
で
、

２
年
続
け
て
大
賞
受
賞
と
な

っ
た
。
柘
植
賞
は
懸
賞
論
文

・
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の

審
査
委
員
を
長
く
務
め
た
故

柘
植
光
彦
元
文
学
部
教
授
の

遺
志
を
継
ぎ
、
12
年
に
創
設

さ
れ
た
。

　
前
田
さ
ん
は
、「
来
年
も

挑
戦
し
、
書
く
こ
と
を
続
け

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
文
芸･

審
査
委
員
長
の
小

林
恭
二
文
学
部
教
授
は
「
前

田
さ
ん
は
群
を
抜
い
た
筆
力

を
持
つ
。
優
秀
賞
も
佳
作
も

個
性
的
な
作
品
ぞ
ろ
い
だ
」

と
論
評
し
た
。

阿藤正道学生部長から賞状を受け取る黒沢さん（左）


